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議事要旨 １．開 会

２．評価対象事業の審議

以下のとおり、事業評価対象２事業を審議した。

◇道路事業

再 評 価 対 象 事 業 ：一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

○経緯及び結果

別紙－１のとおり



別紙－１

平成２１年度 第１回中国地方整備局事業評価監視委員会の経緯及び結果

１．審議の経緯

平成２１年６月２４日に開催した平成２１年度第１回中国地方整備局事業評価

監視委員会において、次の事業について審議を行った。

◇道路事業

再評価対象事業 ：一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

２．審議の結果

事業者から各事業の概要、検討内容等について説明を受け、審議した結果、再評

価対象の２事業については「事業継続することが妥当」であると意見集約した。

なお、審議過程において、以下の議論があった。



●事業評価対象事業

◇道路事業

○一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

・工法見直し等によるコスト縮減と、交通量等に合わせた道路構造の見直しに

ついては妥当である。

・安芸津バイパスが地域から期待される役割として、これまでの３便益に限ら

ない、幅広い視点からの事業効果を検討しているが、着目点は妥当である。

・安芸津バイパス整備後の現道の整備についても検討すべきである。

○一般国道５４号三刀屋拡幅
み と や

・工法見直しによるコスト縮減と、交通量等に合わせた道路構造の見直しつい

ては妥当である。

、 、・三刀屋拡幅が地域から期待される役割として これまでの３便益に限らない

幅広い視点からの事業効果の検討について、着目点は妥当である。

◇全般

・これまでの３便益だけで評価するのではなく、その他の効果等を踏まえた総合

的な評価を行うべきである。

・個別の事業毎の評価だけではなく、ネットワークとしての評価についても検討

すべきである。

・これまでの３便益以外の便益（道路の役割）について、定量化が可能なものに

ついて精度の向上に努めるとともに、定量化がしにくいものについても、数値

化できるように検討すべきである。

以上


